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    1 会場での展示期間はご相談に応じます。ご希望の日程をお知らせください。 
展示内容： （1）A1 サイズと A2 サイズのパネル（約 30 点） 
      （2）立体展示パネル 
      （3）ミッドウェーのゴミ（現物展示） 
   ※ スペースにより展示内容、点数等は調整いただけます。 
イベントの開催： 展示期間中にミニ講演などのイベント開催も可能です。 
   お気軽にお問い合わせください。 過去の実施例はこちらをご覧ください。  
申し込み・問い合わせ先：NPO法人 OWS TEL 03-5960-3545 / FAX 03-5960-3546 E-mail: info@ows-npo.org 
 
































 田辺湾でのイボクラゲの来遊記録は、1993年以降わずかしかない。上記のように 1993年 12月 5
日に阪田で初めて 1個体を捕獲した。無傷で、傘の直径が 45cmもあり、本種の最大の大きさに近か
った。その 3日後の 12月 8日に、瀬戸臨海実験所北浜の洞門に漂着した 1個体を職場の職員が発見
した。この個体も大きく、直径 30cmもあった。その翌年も同じ月に 3個体目が（12月 8日）、最初
の個体発見と同地点（阪田）を浮遊していた。1994年 11月と 2002年 10月にも 1個体ずつを職員が
発見し、何れも直径 30cm前後のサイズであった。 
 この他、田辺市の隣町である南部町の堺漁港の刺網に、2001年 2月と 2003年 12月にイボクラゲ
がかかっていたのを元職員の方が発見した。それらの傘の直径が 21cmと 26cmであった。2005年 9












































「ゆうちょ銀行 口座番号：１０６１０－６６７３０２１ 海の生き物を守る会」 
 へお送りください。なお、送金される場合は、その内容について事務局にお知らせ下さい。 
 
7．編集後記 
 先日、仕事先で時間ができたので車道と海岸を分けるコンクリートの切れ目から階段を下りて薄暗い
高架下をくぐり、スーツ姿のまま砂浜に出ました。味気ない入り口でしたが波の音が近付いてくると、
やはり心が躍ります。ところが、カメラ、パソコン、ケータイ、腕時計、革靴など、砂＆海水＆潮風に
